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苫小牧市立病院新改革プラン評価項目Ⅱ

【その他】
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令和元年度は新医局棟が完成し、課題と
なっていた医局スペースの狭隘化を解消し、医
師の勤務環境の改善を図りました。
また、移転後の空きスペースの有効的な活用
として、小児リハビリテーションスペース・患者サ
ポートセンター・がんサロンの設置に向けた検討・
準備を進めているところです。

項番 項 目 内 容 目標年次
自己評価・分析

評価 取組状況及びコメント

経営形態の現状と見
直しの方向性

現状の経営形態（地方公営
企業法の一部適用）を基本と
していきますが、経営基盤の安
定化に向け、状況に応じては地
方公営企業法の全部適用など
最適な経営形態を検討してい
きます。

29年度～ ―

当院の経営状況は、新改革プランを通して収
益増収策や費用削減策などの取組を強化して
いるところですが、診療体制の変動や新型コロ
ナウイルス感染症の予期できない流行による影
響等で、計画どおりに資金不足額を解消してい
くのは厳しい状況です。
現時点においては現状の経営形態（地方公
営企業法の一部適用）を継続する考えです
が、今後当院を取り巻く環境の変動に合わせ
て、制度面・運用面におけるメリット・デメリットを
検証しながら、将来の経営状況を見据えて、ふ
さわしい経営形態を検討していきます。

院内スペースの狭隘
化解消

入院前、入院中、退院に係る
様々な相談をワンストップで受け
る窓口として設置を検討してい
る「入退院支援センター（仮
称）」の開設スペースの確保
や、医師数の増加に伴う医局ス
ペースの狭隘化など、院内ス
ペースの不足が大きな課題と
なっています。
今後は庁内関係部署と協議
を行い、増築等も含め狭隘化の
解消を図り、患者サービスの向
上と業務効率の改善を図ってい
きます。

29年度～
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